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ＳＤＧｓの達成に向けた重点的な取組みが従業員に共有されており、かつ達成するための仕組みが組織内に構築されている（ＰＤＣＡサイクル等）。

＜具体的な内容を記載＞

ＳＤＧｓの達成に向けた重点的な取組みをホームページ等で対外的に公表している。
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令和5年8月22日

有限会社　大橋量器

日本のひのきを材料として使用し、戦後に植
林したひのきの伐採時期を超えようとしてい
る今、林業の活性化の一助となるべく、建築
材の端材を利活用することで日本の森林を守
ることにつなげる意識で脱炭素社会の実現を
啓蒙・発信している

地域を代表する地場産業・伝統産業の意識を
持ち大垣市を特徴づけるものとして地域の認
知度向上を目指し、枡づくり体験、地元小中
学校の工場見学受入れ・職場体験、枡カフェ
の運営等を行っている

岐阜県、長野県、三重県、愛知県の中部地方
の材料を使うことで中部圏の林業循環に寄与
する

⑮森の豊かさも守ろう,
⑬気候変動に具体的な対
策を

日本の桧を使用している率は
９５％で、その内建築材の端
材を使用しているのは１００
％です。

小学校における枡のプランターづく
りと林業現場における植林体験件数

R7年度までに小学校における枡の
プランターづくりと林業現場にお
ける植林体験ついての実績を５件
つくる。

⑪住み続けられるまちづ
くりを,⑧働きがいも経
済成長も

⑨産業と技術革新の基盤
をつくろう,⑧働きがい
も経済成長も

今年度工場見学受入れ校数は
３校、職場体験２名、枡づく
り体験１００名超

現在は中部圏ひのきを７０％
使用して生産している

地元小中学校の工場見学受入数、
職場体験人数、枡づくり体験人数

中部圏ひのき使用率を８０％に上
げる

令和７年度までに年間、
地元小中学校の工場見学受入数：
10校、職場体験：８名、枡づくり
体験：250名を達成する

R7年度に中部圏ひのき使用率を８
０％に上げるため、地域の製材所
回りを定期的に行う

経営指針書の冒頭にSDGｓと当社の関わりを記載し、社員への意識を高めると共に、中期～短期的にSDGｓ該当製品づくりや長期的には林
業の活性化の一助になる旨を常に掲げている

https://www.masukoubou.jp/blog/%e3%81%b2%e3%81%ae%e3%81%8d%e3%82%92%e5%ad%a6%e3%81%b6/p3357/


